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母親の養育行動に影響を及ぼす要因の検討
Ⅰ　はじめに
近年，核家族化や少子化が進み，母親が一人で
育児をすることが多くなり，育児に対する負担感
が高まっている．それに伴って育児ストレスや育
児不安も高まっており，母親の心の健康のために
は子どもに対してイライラしたり腹がたったりす
る育児ストレスや不安の低減に寄与する要因を明
きからにする必要がある．母親が子育てをする上
で，母親が持つ子どもに対する否定的感情が育児
ストレスと関連することが指摘されている（高
橋，2007）．子育てにおける親の感情に関する研
究に関して，高濱・渡辺（2007）は，子どもの反
抗と自己主張に対する母親の感情と対処の仕方に
ついて，２歳児と３歳児の比較から検討してい
る．その結果，子どもの反抗や自己主張に対して
母親が否定的感情を強く感じていること，母親の
否定的感情が権威的な対処の仕方（腹が立って本
気で怒ってしまう等）に影響を及ぼすことを明ら
かにした．つまり，子育てをしている母親は，子
どもが反抗したり，言うことを聞かなかったりす
るという子どもの態度や言動に対して怒り感情を
持っている．そこで，母親が育児ストレスや不安
を軽減するためには，母親がその怒り感情とどう
向き合い，どう処理しながら自分の子育てを実践
しているのかを把握することが必要である．
怒り感情が生起すると，その感情を抑制あるい
は表出した後，その怒り感情がよかったのかよく
なかったのかを評価することが明らかにされてい
る（樫村・小川，2007）．鈴木他（1999）は，感
情が重要な情報源としての機能を持ち，その情報
を処理することが，感情へ注意を向け（モニター
し），その感情状態を調整したり，評価したりす
る過程であると指摘している．奥村（2008）は，
情動への評価の重要性に触れ，人が自分の感情を
どのように捉え，どのように評価しているのかを
検討した結果，怒り感情を恥ずかしいと感じた
り，罪悪に感じたりすることを明らかにした．
感情がその後の認知過程に影響することに関し
て，菅野他（2009）は，母親が自分の子どもに対
する不快感情をきっかけに，子どもの育ちや子ど
もに対する自分の育児を振り返り，親子関係を再
調整すると指摘している．子育てにおける親の認
知に関する研究では，朴・杉村（2009）が，幼児
の親を対象に子育てにおける認知過程について検
討し，他人の育て方を見たり子どもに対する話し
方を聞いたりすることで，自分の子育てに必要な
ことに気づいたり見直したりする「他者をとおし
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要約：　本研究は，子育てをしている母親の養育行動に影響を及ぼす要因を明らかにするために，
子どもに対する怒り感情の評価と他者の子育てをとおした省察との関連から検討した．４～５歳
児を持つ母親を対象に，子育てをしている母親の『他者懸念』，他者をとおした省察，養育行動に
関する質問紙調査を行った．
　その結果，以下のことが明らかになった．『他者懸念』と「他者をとおした省察」の『他者モニ
タリング』との間に有意な正の相関が認められ，怒り感情に対して他者を意識した評価をしてい
る母親は，他の親子を注意深くモニタリングしていることが示された．また，『他者懸念』，『他者
をとおした内省』，『他者モニタリング』と『子どもへの注目・関与』との間に有意な正の相関が
認められ，怒り感情に対して他者を懸念した評価をしている母親や他の親子をモニタリングした
り，他者をとおした内省をしたりしている母親は，自分の子どもに対して常に注目したり，関心
を寄せたりしていることが示された．
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た省察」をすることを明らかにしている．
以上のことから，子育てにおいて，子どもに対
して怒り感情が生起した場合，怒り感情を否定的
に評価することや他者をとおした省察が，実際の
養育行動に影響することが考えられる．
そこで本研究では，子育てをしている母親を対
象に，養育行動に影響を及ぼす要因を明らかにす
るために，以下の２点を検討することを目的とす
る．
１．子育てをしているときの子どもに対する怒り
感情の評価と他者をとおして自分の子育てを
振り返ったり，見直したりする他者の子育て
をとおした省察との関連
２．子どもに対する怒り感情の評価，他者をとお
した省察と養育行動との関連
Ⅱ　方法
１．調査対象
東京都江東区立の２年保育のA幼稚園，B幼稚
園，C幼稚園の年長組97人，年少組90人の在園
児の母親187人であった．質問紙の有効回収率は
45.2%（414部配布し，187部回収）であった．
２．質問紙の構成
a．基本情報
子どもの属性として年齢，性別，クラス（年長
組・年少組），母親の属性として年齢，職業を尋
ねた．
b．子育てに関する怒り感情への評価の質問紙
奥村（2008）の研究で明らかにされた情動への
評価（怒り）で抽出された３因子の中の「他者懸
念」尺度５項目を使用した．この尺度は，「怒り
を感じることに対して恥ずかしいと思う」などの
５項目からなっている．子育てをしていて子ども
に対して怒り（腹がたつ，イライラする）を感じ
るときに，その怒りに対する感じ方・考え方につ
いて「非常にあてはまる」から「まったくあては
まらない」の６段階評定で回答を求め，「非常に
あてはまる」を６点，「まったくあてはまらない」
を１点として得点化した．
c．他者の子育てをとおした省察の質問紙
朴・杉村（2009）の研究で明らかにされた親の
子育てに関する省察の「他者をとおした省察」尺
度11項目を使用した．この尺度は，「いろいろな
話を聞いて，自分の子ども観を見直すことがあ
る」などの11項目からなっている．それぞれの
項目に対し，日常どのように考えて子育てをして
いるかについて「いつもする」から「まれにす
る」の５段階評定で回答を求め，「いつもする」
を５点，「まれにする」を１点として得点化した．
d．養育行動の質問紙
母親の養育行動を調べるために，三鈷（2008）
の養育スキル尺度を参考に，養育行動の８項目を
作成した．この８項目は，「どんなに忙しくても，
子どもと話したり一緒に遊んだりする」，「子ども
がわがままを通そうとしてぐずっても取り合わな
い」などの８項目からなっている．日常，育児を
しているとき，どのくらい質問項目のような行動
をするかについて，「いつもそうである」から
「まったくそうでない」の４段階評定で回答を求
め，「いつもそうである」を４点，「まったくそう
でない」を１点として得点化した．
３．手続き
2016年７月に調査を実施した．幼稚園児の母
親には園を通して幼稚園教諭から迎えのときに直
接質問紙を配布し，回答後，園に質問紙を持参し
てもらい一週間の留置法により回収した．
４．倫理的配慮
質問紙調査にあたり，幼稚園園長に研究の目
的・方法について口頭で説明した．調査結果は，
匿名性を確保した上で公表することがあること，
調査データが外部に漏れることがないことを説明
し，口頭で了承を得た．
Ⅲ　結果
１．子ども及び母親の属性
子どもの年齢は，年長組が５歳０ヶ月～６歳
２ヶ月で平均年齢は５歳８ヶ月，年少組が３歳
11ヶ月～５歳２ヶ月で平均年齢は４歳８ヶ月で
あった．性別は，年長組が男児49人，女児48人，
年少組が男児46人，女児44人であった．
母親の年齢は，26歳～49歳であり平均年齢は
37.4歳であった．職業は，無職154人（82.3％），
フルタイム２人（1.1％），パート・アルバイト24
人（12.8％），自営業５人（2.7％），その他２人
（1.1％）であり，約８割が無職であった．
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母親の養育行動に影響を及ぼす要因の検討
２．子育てに関する怒り感情の評価の項目分析
「他者懸念」尺度の５項目について，単因子構
造と仮定し，主成分分析を実施したところ，１成
分が抽出された．寄与率が70.33%と高く，すべ
ての項目が0.80以上の主成分負荷量であったため
５項目を１成分構造と判断し（表１），５項目の
主成分得点を『他者懸念』尺度得点とした．この
尺度の内的整合性を検討するため，クローンバッ
クのα係数を算出したところ0.89の内的一貫性が
確認された．
３．他者の子育てをとおした省察項目の因子分析
「他者をとおした省察」尺度11項目の因子構造
を検討するため，主因子法・プロマックス回転法
によって因子分析を行い，因子負荷量が１つの因
子について0.40以上で，かつ２因子にまたがって
0.40以上の負荷を示さない11項目を選出した．
その結果，２因子が抽出された（表２）．この２
因子は先行研究（朴・杉村，2009）の結果と同様
の項目が２因子にまとまったので同様の解釈を
行った．第１因子は，「いろいろな話を聞いて，
自分の子ども観を見直すことがある」など５項目
の因子負荷量が高く『他者をとおした内省』因子
と命名した．第２因子は，「他人の子どもの言動
を注意深く見ることがある」など６項目の因子負
荷量が高く『他者の育児や子どもに関するモニタ
リング』（以下，『他者モニタリング』）因子と命
名した．それぞれの因子について，因子構造の内
的整合性を検討するため，クローンバックのα係
数を算出したところ0.87，0.87の内的一貫性が確
認された．

表１　「他者懸念」項目の主成分分析
質問項目 主成分負荷量
怒りを感じることに対して恥ずかしいと思うことがある 　.89
怒りを感じることに対してみっともないと思うことがある 　.84
怒りを感じるのは情けないと思うことがある 　.83
怒りを感じることに申し訳ないと感じることがある 　.82
怒りを感じることに罪悪感を感じる 　.81
固有値 3.52
寄与率（％） 70.33
表２　「他者をとおした省察」項目の因子分析
質問項目 因子１ 因子２
第１因子：他者をとおした内省（α＝.87） 　　
他の人の育て方を見て，今の自分の子育てに必要なことに気づくことがある 　.93 -.08
いろいろな話を聞いて，自分の子ども観を見直すことがある 　.87 -.10
他の人と子育ての話をして，自分の子育ての方針を改めることがある 　.85 -.06
他の子ども達と話をすることで，自分の子どもの特徴に気づくことがある 　.59 .24
他の人と話しているうちに，子育てに関する疑問が解決することがある 　.51 .16
第２因子：他者モニタリング（α＝.87）
他人の子どもの言動を注意深く見ることがある -.18 　.83
他の子どもが親と話す様子に注意を向けることがある 　.01 　.81
他の親の子どもに対する話し方に注意を向けることがある 　.05 　.75
他の人が子どもにどのように接しているか注意深く見ることがある -.01 　.61
他の子どもが親とかかわる様子を注意深く見ることがある 　.30 　.54
他人と子どもの話をすることで，自分の子どもの特徴に気づくことがある 　.29 　.50
因子間相関　因子１ .66
因子２
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４．養育行動に関する項目の因子分析
母親の養育行動の８項目の因子構造を検討する
ため，主因子法・プロマックス回転法によって因
子分析を行い，因子負荷量が１つの因子について
0.40以上で，かつ２因子にまたがって0.40以上の
負荷を示さない８項目を選出した．その結果，２
因子が抽出された（表３）．この２因子は先行研
究（三鈷，2008）の結果と同様の項目が２因子に
まとまったので同様の解釈を行った．第１因子
は，「どんなに忙しくても，子どもと話したり一
緒に遊んだりする」など５項目の因子負荷量が高
く『子どもへの注目・関心』因子と命名した．第
２因子は，「子どもがわがままを通そうとしてぐ
ずっても取り合わない」など３項目の因子負荷量
が高く『子どもの不適切行動の無視』因子と命名
した．それぞれの因子について，因子構造の内的
整合性を検討するため，クローンバックのα係数
を算出したところ0.78，0.70の内的一貫性が確認
された．
５． 『他者懸念』と「他者をとおした省察」との
関連
『他者懸念』と「他者をとおした省察」の『他
者をとおした内省』及び『他者モニタリング』の
評定平均値を算出し，分布の正規性を確認した上
でピアソンの積率相関係数を求めた（表４）．そ
の結果，『他者懸念』と『他者モニタリング』と
の間に有意な正の相関が認められた．一方，『他
者懸念』と『他者をとおした内省』との間に関連
が認められなかった．
６． 『他者懸念』，「他者をとおした省察」と養育
行動との関連
『他者懸念』，「他者をとおした省察」と養育行
動との関連を検討するため，『他者懸念』，『他者
をとおした内省』，『他者モニタリング』と『子ど
もへの注目・関心』，『子どもの不適切行動の無
視』の評定平均値を算出し，分布の正規性を確認
した上でピアソンの積率相関係数を求めた（表
５）．その結果，『他者懸念』，『他者をとおした内
省』，『他者モニタリング』と『子どもへの注目・
表３　養育行動項目の因子分析
質問項目 因子１ 因子２
第１因子：子どもへの注目・関心（α＝.78）
どんなに忙しくても，子どもと話したり一緒に遊んだりする 　.74 　.02
忙しくても，子どもの行動をしっかり見るようにしている 　.72 　.04
どんなに疲れていても，子どもと一緒に運動したりゲームしたりする 　.66 -.05
何か家事をしていても，子どもの様子や状況をできるだけ把握するようにしている 　.63 -.07
子どもが何をしているかよく見るようにしている 　.49 　.04
第２因子：子どもの不適切行動の無視（α＝.70）
子どもがわがままを通そうとしてぐずっても取り合わない 　.15 　.82
子どもが泣きさけんで自分の要求を通そうとしても，相手にしない -.05 　.68
子どもが注意を引こうとしてめそめそ泣いても取り合わない -.18 　.50
因子間相関　因子１ -.26
因子２
表４　『他者懸念』と「他者をとおした
省察」との相関
他者懸念
他者をとおした内省 .09
他者モニタリング .19＊＊
＊＊p <.01
表５　『他者懸念』，「他者をとおした省察」と養育行動との相関
子どもへの
注目・関心
子どもの不適切
行動の無視
他者懸念 .17＊　　 .04
他者をとおした内省 .15＊　　 -.09
他者モニタリング　　 .23＊＊　　 -.02
＊p <.05　＊＊p <.01
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関心』との間に有意な正の相関が認められた．一
方，『他者懸念』，『他者をとおした内省』，『他者
モニタリング』と『子どもの不適切行動の無視』
との間に関連が認められなかった．
Ⅳ　考察
１． 『他者懸念』と「他者をとおした省察」との
関連
本研究では，子どもに関する怒り感情に対して
他者を懸念することと，他者をとおした内省や他
者モデリングすることとの関連を検討することで
あった．調査の結果，他者を懸念することと他者
をモニタリングすることが関連していた．このこ
とは，怒り感情に対して他者を意識した評価をし
ている母親は，他の親子を注意深くモニタリング
しているが，自分の育児のことは振り返らないこ
とを示している．中山他（2014）の研究では，他
者の子育てを参照することと，子育て不安感に正
の関連が認められていることから，子育ての不安
から他の親子をモニタリングして，参考にしてい
ることが示唆される．
２． 『他者懸念』，「他者をとおした省察」との養
育行動との関連
本研究では，母親の養育行動に影響を及ぼす要
因を明らかにするため，子育てをしているときの
子どもに対する怒り感情の評価と他者をとおして
自分の子育てを振り返ったり，見直したりする他
者をとおした省察との関連から検討することで
あった．調査の結果，怒り感情に対して他者を懸
念した評価をしている母親や他の親子をモニタリ
ングしたり，他者をとおした内省をしたりしてい
る母親は，自分の子どもに対して常に注目した
り，関心を寄せたりしている養育行動を行ってい
ることを示している．この結果は，どんなに忙し
くても，子どもと話したり一緒に遊んだりするこ
とや何か家事をしていても，子どもの様子や状況
をできるだけ把握したりすることなどの養育行動
の背景には，子どもに対する怒り感情に対して他
者を懸念した評価をしたり他の親子をモニタリン
グしたりするという要因が関連していることを示
唆している．
Ⅴ　まとめ
本研究では，子育てをしている母親を対象に，
子育てをしているときの子どもに対する怒り感情
の評価と他者をとおして自分の子育てを振り返っ
たり，見直したりする他者の子育てをとおした省
察との関連から養育行動に影響を及ぼす要因を明
らかにするために質問紙調査を実施した．その結
果，怒り感情に対して他者を懸念した評価をする
ことと他者をモニタリングするという省察をする
ことが関連し，怒り感情に対して他者を懸念した
評価をしている母親や他の親子をモニタリングし
たり，他者をとおした内省をしたりしている母親
は，自分の子どもに対して常に注目したり，関心
を寄せたりしている養育行動を行っていることが
示された．
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